








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の構造からー」（寓葉第九 五号 七七 、『萬葉論集第二
j
所収）には、
赤人の束国関係歌の製作年次について、
その表現
形式のあり様から、神亀元年（七二四）以前 作と推定されるとする。
また、
坂本信幸「伝説歌の女性」〈高岡市万葉歴史館
組『女人の万葉集」1}00七年）には、
反歌の表現を比較考察
して、
虫麻呂の真間娘子伝説歌は赤人の歌を踏まえて作歌され
たものであるとする。（にしこおり
ひろふみ
阿南工業高等専門学校准教授）
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